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・ 夏季休暇期間中は防疫対策を徹底しましょう 

・ 豚熱（CSF）発生時の対応が変わりました 

・ 衛生対策の徹底について【再確認】 

・ 野生いのししの豚熱感染状況について 

・ 韓国で口蹄疫の発生が続いています！ 

・ 家畜排せつ物の流出に注意しましょう 

・ 飼料製造管理者講習会の開催について 

< 添付資料 >  
・ 家畜伝染病予防法の一部を改正する法律の概要 

・ 韓国で口蹄疫が発生！ 

・ 熱中症対策パンフレット 

 

夏季休暇期間中は防疫対策を徹底しましょう 

まもなくお盆をはじめとした夏季休暇の時期を迎え、国内外で人や物の移動が活発になります。

一方、日本周辺の国や地域では、口蹄疫やアフリカ豚熱などの家畜伝染病が依然として発生してお

り、病原体が人や物を介して農場へ持ち込まれるリスクが高まります。 

家畜伝染病の発生は、農場経営に大きな影響を及ぼします。大切な家畜を守るため、今一度、飼

養衛生管理基準に基づく防疫対策を確認し、農場への病原体侵入防止に努めましょう。 
 

農場への病原体の侵入を防ぐために 
 

１ 発生国・地域への不要不急の渡航は控えましょう。 

口蹄疫やアフリカ豚熱などが発生している国・地域への渡航は、病原体を

持ち帰るリスクがあります。農場関係者は不要不急の渡航を避けましょう。 

２ 海外から持ち込まれる物品に注意しましょう。 

外国人従業員や海外渡航者がいる農場では、肉製品や食品、衣類、農業資

材などが農場内へ持ち込まれないよう注意喚起を徹底しましょう。 

３ 関係者以外の立入りを防ぎましょう。 

観光客を含め、関係者以外が衛生管理区域へ立ち入らないよう、柵やロープによる区画、立入禁

止看板の設置状況を再確認しましょう。 

４ 野生動物の侵入防止対策を徹底しましょう。 

畜舎周辺の草刈りや整理整頓を行い、野生動物が潜みやすい場所をなくしましょう。また、畜舎

の隙間や破損箇所は速やかに修繕してください。 

 

毎日の健康観察も重要です 
家畜の状態を毎日よく観察し、食欲低下や発熱、異常な死亡など、普段と違う様子が見られた場

合は、速やかに家畜保健衛生所へ連絡してください。早期発見・早期対応が被害拡大の防止につな

がります。 

夏季休暇期間中は、農場への家畜伝染病侵入リスクが高まる時期です。一人ひとりが防疫意識を

持ち、基本的な衛生管理を徹底することで、大切な家畜と農場を守りましょう。 



豚熱（CSF）発生時の対応が変わりました 

令和 8 年 5 月 19 日に家畜伝染病予防法の一部が改正され、豚熱の患畜が確認された農場でも

適切に豚熱ワクチンが接種されていれば、全頭殺処分する必要はなくなりました。これは国の実験

データや豚熱ワクチン接種農場で発生した豚熱のデータを分析し、ワクチン接種により免疫を獲得

した無症状の豚は殺処分しなくても感染拡大のリスクにならないことが分かったからです。 

ワクチン未接種またはワクチン接種から間もない子豚や、発育不良の豚を中心に殺処分を実施す

ることになりますが、殺処分の対象となる豚は国と協議の上で決定します。 

 

殺処分の対象 
次の豚は原則として殺処分となります。 

・ワクチン未接種豚 

・ワクチン接種後 20 日未満の豚 

・発育不良等で十分な免疫が期待できない豚 

・PCR 検査で陽性となった豚 

・防疫上必要と判断された豚 

 

発生時の対応 
発生農場では、全頭の健康確認や必要な検査を行い、対象豚の処分、農場消毒（3 回）、約 3

か月間の監視が実施されます。 

 

農家の皆さまへ 
健康な豚を残すためには、 

・ワクチン接種を確実に行う 

・接種記録を正確に残す 

・農場消毒を徹底する 

・野生イノシシ侵入防止対策を行う 

・異常豚を早期発見・早期通報する 

ことが重要です。 
 

引き続き衛生対策と適切なワクチン接種をして発生を防ぎましょう 
 

※  豚熱ワクチン接種のための登録飼養者研修の受講を希望される方がいまし

たら、当所までご連絡ください 

 

 

衛生対策の徹底について【再確認】 

群馬県では豚熱陽性のいのししが県内全域で確認されています。いのししが排泄したウイルスは、

一般の車のタイヤなどに付着し農場近くまでやってきます。農場に入る車両の消毒、農場・畜舎に

入る際の更衣や靴の履き替え、手指の消毒で、豚熱ウイルスを農場内・畜舎内に持ち込まないよう

にしましょう。 

夏はゲリラ豪雨や夕立など、一度に大量の雨が降る確率が高い時期です。雨水や泥と一緒に農場

へ豚熱ウイルスが流れ込む可能性があるので、雨の後には敷地内の消石灰の撒き直しや、豚舎間の

通路などの場内をよく消毒するようにしましょう。また、雨や風で豚舎やネットが壊れてしまった

箇所がないか、随時点検しましょう。 



１ 農場内へ病原体を持ち込まないようにしましょう 
 ・車と人の対策 

 車両はタイヤ、タイヤハウス、車両の底面など、しっかりと動力噴霧器で消毒しましょう。石

灰帯だけでは不十分です。一般の車のタイヤなどでもウイルスは農場付近に運ばれてきます。農

場に入場する車両にもウイルスが付着していると考え、出入りの際の消毒は十分に行ってくださ

い。車から降りる運転手は、ブーツカバーを履くなど対策をしましょう。 

 ・野生動物の対策 

  防護柵のすぐ外側には豚熱陽性イノシシや病原体を運ぶ野生動物がいますので、農場との境界

に野生動物が近づきにくい環境を整備してください。繁茂した草も野生動物の隠れ場所になりま

す。草が繁茂していると、風が通らず空調の効き具合も悪くなります。熱中症には十分注意して

除草しましょう。また、防護柵、防鳥ネットは破損がないか定期的にチェックしてください。 

 

２ 豚舎へ病原体を持ち込まないようにしましょう 
 ・人の対策 

  豚舎ごとの長靴の履き替え、衣服の着替え、手指消毒または専用の手袋を着用しましょう。豚

舎専用長靴への履き替えについて、豚舎外で履いていた長靴のまま豚舎内へ入ってしまうと大変

危険です。 

  前室がない場合は、豚舎入口にすのこ等を設置して「履き替えスペース」を確保し、豚舎内外

の境界を明確にするようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 豚の移動時の対策 
  移動用のケージやトラックは使う直前に消毒しましょう。 

  ケージはタイヤの泥はねが豚にかからないよう隙間がないようにしましょう。 

  豚舎の外を歩かせることは高リスクです。石灰消毒だけでは十分であるとは言えません。移動

用のケージやトラックの使用、移動専用通路を設置してください。 

  通路が動線の妨げになる場合には、可動式の通路など有効です。 

 

 

 

 

 



 

野生いのししの豚熱感染状況について 
令和８年度の検査実施状況（7/31 まで）について、東部管内では４0 頭を検査し、このうちい

ずれも桐生市内で捕獲された６頭が PCR 陽性となりました。県内全域では３０４頭を検査し、 

４４頭が PCR 陽性となりました。陽性いのししが捕獲されている場所は、吾妻地域や中部地域を

中心に県内全域にわたっています。農場のすぐそばまで豚熱陽性いのししが来ていると考えて、農

場内・豚舎内にウイルスが侵入しないよう、飼養衛生管理基準の遵守と消毒を徹底してください。 
 

令和８年度 野生いのしし豚熱 PCR 検査結果（東部管内） 

市町村名 検査頭数 陽性頭数 最終確認年月 

桐生市 ２９ ６ 令和８年７月 

太田市 ６ 0 ― 

みどり市 ― ― ― 

板倉町 ５ 0 ― 

合計 ４０ ６  

令和 8 年７月 31 日現在 
 

 

韓国で口蹄疫の発生が続いています！ 

2026 年 1 月 30 日に韓国で９か月ぶりに口蹄疫が発生し、７月３日にも６例立て続けに発生

が確認（別添資料参照）されています。過去の日本での発生は韓国での発生に続いて起こっており、

口蹄疫が日本へ侵入するリスクが極めて高い状況といえます。皆様には改めて以下の項目について

確認いただき、農場へのウイルス侵入防止対策の徹底をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 農場・畜舎への侵入防止対策 

 

 

 

 

✓ 口蹄疫発生地域への渡航自粛 

✓ 毎日の健康観察と以下のような症状を確認した場合の家保への通報 

 

→ 関係者以外の立ち入り制限 

→ 農場専用の靴・衣服の着用 

→ 農場へ持ち込む物品および車両の消毒 

→ 畜舎専用の靴・衣服の着用 

→ 手指消毒の実施 

鼻鏡部のびらん・潰瘍 蹄のびらん・潰瘍 乳房の水疱・潰瘍 



家畜排せつ物の流出に注意しましょう 
近年、夏季には短時間で大量の雨が降る「ゲリラ豪雨」や集中豪雨が増えています。こうした大

雨により、家畜排せつ物や堆肥が農場外へ流出し、周辺の農地や道路、水路の汚染につながるおそ

れがあります。 

流出事故を防ぐため、次の点について改めて確認をお願いします。 
 

畜舎や堆肥舎に破損や劣化はありませんか 
雨水の浸入や排せつ物の流出を防ぐため、施設の修繕や周辺の清掃を日頃から行いましょう。 

雨水が施設内に流れ込まない対策はできていますか。 
排水路の点検・清掃や、雨水の流入防止対策を徹底し、大雨に備えましょう。 

畑へ搬出した堆肥は適切に管理していますか。 
堆肥を散布した後は、降雨による流出を防ぐため、できるだけ速やかに耕うんしましょう。 

 

家畜排せつ物の流出事故は、地域環境への影響だけでなく、農場への信頼低

下にもつながります。大雨が予想される季節を迎える前に、施設や管理方法を

今一度点検し、家畜排せつ物の適正管理を徹底しましょう。 

 

 

 

 

飼料製造管理者講習会の開催について 

落花生油かす、尿素又はジウレイドイソブタンを原料とする飼料、抗菌性物質製剤を含む飼料又

は飼料添加物を製造している場合、自家配合農家においても飼料製造管理者の設置が必要です。 

・申請期間及び申し込み方法 

令和８年７月 1５日(水)～８月３１日(月)、 FAMIC ホームページの申込フォームにて 

・開催日：令和９年１月７日(木)～２月 2６日(金)（講義）、２月 2６日(金)（試験） 

・受講方法：e-ラーニングシステムでの動画視聴（一時中断、再開も可能） 

＊4 時間講義×9 回、全 36 時間 

・試験方法：最寄りのテストセンターでコンピュータによる試験を実施 

・受講料：５０，０００円 ＊別途サブテキスト代が必要。 

・問合せ先：独立行政法人 農林水産消費安全技術センター 肥飼料安全検査部 飼料管理課 

※申請書、開催情報（FAMIC ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）→http://www.famic.go.jp/ffis/feed/sub2_koshu.html 

 

 

 
《疾病等の発生に伴う休日等の対応について》 

休日等であっても家畜の異常が認められた場合は、家畜保健衛生課あて連絡をお願いします。 

 

東部農業事務所家畜保健衛生課（東部家畜保健衛生所） 

〒３７３－０８０５  群馬県太田市八重笠町３６１－３ 

電 話：０２７６－４５－２０４１、ＦＡＸ：０２７６－４５－９９９４ 

 

※「やえがさだより」は、群馬県ホームページにも掲載しています。ご活用ください。 

※ 畜産業を廃業された方に送付された場合は、家畜保健衛生課までご連絡ください。 



家畜伝染病予防法の一部を改正する法律の概要

２．豚熱への効率的・迅速な対応

令和８年７月１日
（ただし、２（１）、（２）②は本改正法の公布の日（令和８年５月１９日）。２（２）①は令和９年５月１日）

・ AIを活用したX線画像解析等により輸入検疫体制を強化しつつ、以下の手当を措置

① 輸入禁止品の販売等を禁止 【第44条の２】

   ② 家畜防疫官に、外国食材店等への立入検査及び輸入禁止品の廃棄権限等を付与
【第51条第２項～第６項】

(1) 豚熱に係る選択的殺処分の実施
  新型PCR検査による知見を踏まえ、全頭殺処分から、子豚や症状があり検査陽性と
なった豚を殺処分とする方法に変更 【第16条第１項、第17条】

(2) 豚熱ワクチン接種者の確保等
    ① 都道府県からの要請があった場合、研修を受け獣医師相当の接種技術を備えた

飼養衛生管理者も豚熱ワクチン接種が可能となる特例を措置 【原始附則第５条～第10条】

② 豚熱ワクチン接種後の確認検査を、都道府県から大学や民間検査機関に委託した場合、
      委託費の1/2を国が負担 【第60条第１項】

３．輸入禁止品への対応強化

◆国際郵便による違反畜産物の持込み件数の推移 ◆発覚から逃れるため、ソーセージと一緒に
タバコやコーンを同梱した事例
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・ 届出伝染病から家畜伝染病へ格上げし、緊急ワクチン接種、殺処分、
移動制限等を義務付け（注：届出伝染病については予防検査のみ可能）

【第２条第１項、第17条第１項、第21条第１項】

１．ランピースキン病を家畜伝染病に格上げ

背 景

法律の概要

施行期日

開封後

豚熱陽性豚熱陰性 選択的殺処分

繁殖豚・肥育豚

子豚

・ 令和６年11月、福岡県でランピースキン病の変異ウイルスが発生、熊本県まで被害が拡大

・ 令和２年より豚熱の新型PCR検査を実施。検査技術の確立を踏まえた殺処分とすることが肝要

また、県の獣医師の業務量が過大となる中、効果的なワクチン接種の実施体制の構築が急務

・ 近年、違法輸入畜産物の国内の外国食材店での販売が散見され、早急に対応が必要



農場の出入り時は、専用の靴・衣服を着用し、手指
を消毒するとともに、持ち込む物品や出入りする車
両の消毒を徹底しましょう。

農場の出入口に看板を設置するなどにより、関係者
以外の立入を制限しましょう。

毎日、飼養家畜の健康観察を行い、
疑わしい症状があれば直ぐに通報しましょう。

従業員の方も含め、口蹄疫が発生している国への渡航は可能な
限り控えるとともに、これらの国からの郵便物等は衛生管理区
域に持ち込まないようにしましょう。

畜舎の出入り時は、専用の靴・衣服※を着用し、手指を消毒する
とともに、飼養管理で使用する物品は定期的に消毒しましょう。

※ 大臣指定地域に限る。

豚農家の皆様へ
発生予防の徹底をお願いします！

裏面も
チェック！

韓国で口蹄疫が発生！

韓国では、2026年１月に９ヶ月ぶりに口蹄疫の発生が確認
されました。現在、我が国へ侵入するリスクが極めて高い状
況が続いています。

今一度、発生予防を徹底しましょう！



疑わしい症状は直ちに通報を！

口蹄疫は牛や豚などで発熱や食欲不振に始まり、後に泡状のよだれを
流したり、口、ひづめ、乳房に水疱（水ぶくれ）ができるのが特徴です。

～豚の症状～

接種4日目接種3日目

多数の水疱病変を確認

写真：動物衛生研究部門提供

＜A型口蹄疫ウイルスの感染実験の結果＞
写真：宮崎県提供

毎日必ず健康観察し、これらの症状を見つけ次第、直ちに獣医師や最寄りの
家畜保健衛生所に連絡しましょう。

連絡先： 最寄りの家畜保健衛生所の
連絡先を記入しておきましょう！

専用の衣服・靴等の着用や効果的な消毒を実施しましょう！

≪要注意≫
★ 逆性石けんやアルコールは口蹄疫の消毒薬としては不適です！
★ 消毒効果が弱まるので、酸性とアルカリ性の消毒薬を同時に使用しないこと！

・ 衛生管理区域に立ち入る場合には、専用の靴や
衣服を着用し、手指消毒を実施しましょう。

・ 畜舎ごとに専用の靴・衣服※を着用し、手指消毒
を実施しましょう。 ※大臣指定地域に限る。

◎効果的な消毒のポイント
・ 靴や衣服が汚れた時には、洗浄・消毒しましょう。
踏込消毒槽の消毒液は、汚れで効果が薄れるので、
まずは汚れを落としてから消毒しましょう。
また、消毒液が汚れていたら、直ちに交換しましょ
う。

・ 農場に出入りする車両を消毒する時は、タイヤの
みを消毒するのではなく、泥よけの内側部分まで消
毒し、衛生管理区域内で降車する場合に農場専用の
フロアマット等の使用や車内（ハンドルやドアノブ
等）の消毒を実施しましょう。

推奨される踏込消毒槽の設置方法

②消毒液の槽

①水洗の槽

専用の服や靴の使用、手指消毒

車両はタイヤだけでなく、泥よけの内側まで
消毒し、フロアマットの交換やペダル等車内も
消毒

汚れをしっかり落としてから消毒
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